
高校部門 化学（筆記） 

     1/3 
※この欄には記入しないこと 

１                 参加番号  

（１） 

 

 

 

（２） 

 

 

（３） 

① (あ) （い） 

②  

③  

④  

 



高校部門 化学（筆記） 

     2/3 
※この欄には記入しないこと 

２                 参加番号  

 
（１） 

 

（２） 

 

（３） 

 

MEMO 
  



高校部門 化学（筆記） 

     3/3 
※この欄には記入しないこと 

３                 参加番号  

 

（１） 

①  

②  

 

（２） 

 

 

（３） 

ビーカーA 
 

ビーカーB 
 

 

（４） 

（ア） 

 

（イ） 

 

（ウ） 

 

（エ） 

 

（オ） 

 

 

 

 

高校部門 化学（筆記） 
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※この欄には記入しないこと 

３                 参加番号  

 

（１） 

① 2H2O2→2H2O+ O2 

② 

分解反応で酸素が発生したと考えられる試験管に火のついた線香を入れると炎が

上がり，燃え方が激しくなる。酸素には物を燃やすのを助ける働き（助燃性）があ

るため，この方法で確認できる。 

 

（２） 

ヨウ素ヨウ化カリウム溶液を加えた時に反応溶液が高温のままだと，デンプンが残って

いてもヨウ素分子がデンプンのらせん構造に入らず青紫色に呈色しないので，デンプン

が分解されたかどうかをヨウ素デンプン反応で判断できないから。 

 

（３） 

ビーカーA 
(b) 

ビーカーB 
(d) 

 

（４） 

（ア） 

クマリン 

（イ） 

液胞 

（ウ） 

酵素 

（エ） 

変性（失活） 

（オ） 

活性 
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